第５学年○組　道徳学習指導案
平成２３年１１月２日（水）第５時限

指導者　○　○　○　○
１　主　題　働くことの意義　　４―（４）勤労・社会奉仕
２　資料名　母の仕事　（　出典「明るいこころ」　）
３　主題設定の理由

（１）　ねらいとする価値について

私たちは、働くことによって収入を得て、その収入で生活を営んでいる。しかし働くことの意義は、このような経済的な理由だけではなく、そこに働く喜びや生きがいなどを見いだし、働くことで社会の役に立とうとする意欲にある。社会の一員として、働くことの意義を理解して社会のためになる仕事を進んでしようとする意欲をもって生活することは、社会生活を過ごす上で大切なことである。
そこで、委員会活動や児童会活動に関わるこの時期に、仕事や活動を通して、働く喜びを感じ取らせ、自分も社会の一員として、進んで役に立とうとする気持ちを高めさせたい。
（2） 児童の実態について

児童は、学校生活において日直、給食当番、清掃活動などの当番活動や５年生になり委員会活動といったみんなのためになる活動をしている。しかし、その活動の意義を考えず、受け身な姿勢で活動していることが多く、面倒なことはやりたくないという気持ちをもってしまい、望ましい行動がとれないことが少なからずある。
学級指導を通して、自分の仕事に対しての望ましい行動については働き掛けてきた。そこで、

この授業を通して、こうした児童に、働く意義について理解させ進んで社会のために働こうという意欲をもたせていきたい。
（3） 資料について

本資料は、移動浴槽車の看護師として働く母の仕事の話を聞き、主人公ひろ子が、母の仕事のやりがいや大切さに気付き、自分の考えが変わっていく話である。

働くことには、手間がかかったり、根気強さが必要であったりするなど、児童も経験したことがある大変さがある。しかし、本資料の母は主人公ひろ子に対して、その大変さではなく真摯に自分が働くことの喜びについて語っている。そこで、児童にひろ子の考えを変えた理由を話し合わせる。それにより、児童は、母の話が主人公に対して働くことの意義について考えさせ、働くことの喜びに気付かせた契機になったことに気付くであろう。さらに、働く意義について考えさせ、話し合わせることで、児童それぞれに働くことの意義や尊さに気付かせたい。
４　本時のねらい

母の仕事に対する思いを読み取り、話し合うことを通して、働くことの意義や尊さを知り、進んで人の役に立つ仕事をしようとする意欲を高める。
５　準備

（教）資料、ワークシート、場面絵、短冊
６　本時の展開
	
	学　習　活　動
	主な発問と予想される子どもの反応
	指導上の留意点

	導入　５分
	１　仕事に対する考え方を発表し合う。

	△　どうして仕事をするのでしょう？
・　お金を稼ぐため。
・　やりたいことをするため。

	○　授業で学ぶことを明確にし、関心を高める。

	
	２　資料を読んで、話し合う。
	
	○　教師が範読する。

	展開 
	(1)　「腰を押して。」と頼む母の
様子を見て、ひろ子が母の仕事について考えたことを発表する。
	△　ひろ子は看護師として働いている母をどう思っているでしょう。
・　そんなに腰が痛いのなら仕事をやめればいいのに。
・　母の仕事は大変だな。
・　どうして毎日のように腰が痛くなるのだろう。
・　もう少し楽な違う仕事に変わればいいのに。
	○　母のしている仕事がとても疲れる仕事であることに目を向けさせる。
○　大変ならやめればいいという安易な気持ちが主人公にあることに気付かせる。

	
	(2)　ひろ子が母の話を聞くまで、仕事に対してどう思っていたかを考える。
	△　ひろ子は、母の話を聞くまで、どんな仕事がよいと思っていたのでしょうか。

・　すてきな仕事

・　楽な仕事

・　簡単にお金が稼げる仕事

・　汚くならない仕事

・　力がいらない仕事
	○　仕事の内容について、児童に深く考えさせる。

	
	(3)　母の話を聞いた後のひろ子の仕事に対する考え方の変化について話し合う。
	▲　母の話を聞いて、ひろ子の母に対する気持ちが変わったのはなぜでしょう。

・　母は体の不自由な人の役に立っていたと分かったから。
・　母が来ることを楽しみに待っている人がいるとわかったから。

・　母の仕事の大切さがわかったから。

・　母は仕事が楽しいと思っているから。

・　母はうれしそうに仕事をしていたから。

・　母は周りの人が喜んでくれるのがうれしくて満足しているから。
	○　ひろ子が、「働くことで得られる喜び」に気付いたことをおさえる。

	
	３　働くことの意義について考え、発表する。
	△　働くとはどういうことですか。　

・　一人一人が責任もって行うこと。

・　人の役に立つこと。

・　人に喜んでもらうこと。

・　周りの人が喜んでくれるのがうれしくて、満足できること。

・　大切なこと。
	○　働くことで得られる喜びや満足感は自分自身の喜びや満足感につながっていることに気付かせる。

	終末　７分
	４　自分を振り返り、働く意義について考える。
	△　どんな気持ちで委員会や掃除当番などをしていたか振り返ってみよう。　

・　当番だからやっていたけど、一人一人が仕事を責任もって行うことが大切だ。
・　何も思ってなかったけど、自分のしている仕事が人の役に立つこともあるのかもしれない。
・　嫌々やっていたこともあったけど、楽しいことのほうが多かった。
	○　自分の気持ちを振り返らせ、今後の課題作りをする。



７　本時の評価

○　働くことの意義や尊さを知り、進んで人のためになる仕事をしようとする気持ちを高めることができたか。

８　板書計画


1. 座席表
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分





場面絵





場面絵





母の仕事


ひろ子は看護師として働いている母をどう思っているでしょう。


・そんなに腰が痛いのなら、仕事を辞めればいいのに。


・母の仕事はたいへんだな。


・どうして毎日のように腰がいたくなるんだろう。





母の話を聞いて、ひろ子の母に対する気持ちが変わったのはなぜでしょう。


・　母は体の不自由な人の役に立っていたと分かったから。


・　母が来ることを楽しみに待っている人がいると分かったから。


・　母の仕事は大切な仕事だと分かったから。





・　母は仕事が楽しいと思っているから。


・　母はうれしそうに仕事をしていたから。


・　母は周りの人が喜んでくれるのがうれしくて満足しているから。


働くってどういうこと？


・　一人一人が仕事を責任もって行うこと。


・　自分のしている仕事が人の役立つこと。


・　人に喜んでもらうこと。


・　働くことは喜びを感じること。


今までの自分


　　・当番だったからやっていたけど、一人一人が責任をもってやることが大切だ。


　　・自分のしている仕事は人の役に立っているかもしれない。


　　・いやいややっていたけど、楽しかった。





　　・





















